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本指導は集団で行われていますが、実態把握、目標設定、支援の方針、指導・支援上の配慮事項などが、個別に設定されています。個々の生徒の障害の状
態や発達の段階等に即して行われる自立活動の指導においては、この視点が重要になります。

自立活動 学習指導案 第１学年 生徒 ４名 指導者 ３名

題材名 「指示を聞き取ろう・読み取ろう」

○生徒の共通した特徴
このグループの生徒は、中学校のときに情緒障害による特別支援学級に在籍をしていたり、学習障害に加え、注意欠陥多動性障害や自閉症の

疑いがあったりする。そのため、一問一答式の単純な設問については対応できるが、特に指示全体の主旨を把握することができず、スケジュー
ルの把握も苦手としているため、忘れ物が多く提出物の遅れや未提出の課題も多く、成績不振の一因になっている。
また、相手の話に傾聴せず、早合点したり、誤解してトラブルを起したりすこともある。さらに、状況が変化したときの対応が適切にできな

いことも多い。
そのため、「授業のどこをやっているか」、「今何を作業するのか」を明確にするなどの支援が必要である。気分にむらがあり、学習活動に関し

て積極的に取り組むときとそうでないときの差が大きい。その原因は授業ではなく、授業前の他の要因であることが多く、事前に予見すること
は難しいことから、生徒の状況をこまめに観察し、適確な対応を心がけることで教育的な効果を生み出す。

○各生徒の実態
生徒 A
＜得意な部分＞

ゆっくりと個別に説明をすると落ち着いて学習に取り組むことができる。定型的な作業やものづくりなどについては黙々と取り組むこと
ができる。おだやかな性格で作業を途中で投げ出すことがないなど、粘り強さもある。

＜不得意な部分＞
同学年生徒とのコミュニケーションが特に苦手であり、円滑な対人関係を築くことができにくい。「次のカウンセリングはいつ」と質問を
することからも、日々の生活にストレスを抱えているようである。スケジュール管理や状況判断に乏しく、状況変化の場合には個別の解説
が必要である。数学（数値計算）について、強い苦手意識をもっている。

指導上 生徒 B
＜得意な部分＞

の立場 数字の短期記憶は優れており、単純計算はこのグループ内では得意である。礼儀正しくおだやかな性格のため、人当たりがよい。作業が
一歩ずつの時にはゆっくりと落ち着いて取り組み、ミスは少ない。

＜不得意な部分＞
音読や黙読が難しく、文章を読みながら意味を理解することが難しい。見た内容を少しの間記憶しておくことの困難さもあり、板書をノ

ートに転記する際に、黒板を何度も見るため、時間がかかったり、正確にできなかったりする。

生徒 C
＜得意な部分＞

おだやかな性格で落ち着いて学習に取り組むことができる。美術系の科目を多く選択したいなど、作業を中心とした学習が適していると
思われる。

＜不得意な部分＞
苦手なことについて尋ねると「苦手なことはない」の繰り返しで、不得意という意識がない。生活に関する自己採点の際には５２点や４

９点と刻むが、文章表現になると単純に「よくできた」というざっくりとした表現となり相反する。説明を聞いて要旨をつかむことが他の
生徒と比べ水準を下回っており、指示のあったことをしっかりと記憶することができない。
通学の際の荷物が非常に重く、準備の取捨選択ができない。

生徒 D
＜得意な部分＞

数学など、そのときに考えて結果を導くことは比較的長けている。単純な作業は比較的丁寧にこなすことができる。
＜不得意な部分＞

説明シートなどの文字情報による理解力はあるが、自分の考えを文章で表現する力が乏しい。記載する文字が雑で、集中力が持続せず、
長時間の作業をこなすことができないことがある。説明を聞いて要旨をつかむことが苦手で、指示のあったことをしっかりと記憶すること
ができない。

○題材観
この題材は２時間で完結することを前提に準備している。時間割の関係で日時を変えての実施となるが、２時間１ユニットという考えで展開

するため合わせて「本時」として取り扱う。
日常生活において教室の移動や作業手順について十分理解しないまま取り組んだり、他人の行動を見ながら行動するなど、各自がしなければ

ならない事柄について主体的に行動できない面が見られる。口頭による指示内容を把握することは、学校生活および将来の就労にむけて重要で
あるが、メモをとる習慣が定着していない。ここではメモをとる姿勢（どのように聞き取るのか）に主眼に置き、重要な事柄を抜き出す演習を
とおし、連絡事項をどのようにして把握するかについて学習する。
多くの生徒が遠足などで「先生次はどこへ行くの？」と予定が書かれている配布物を利用しないケースが多く見られる。配布物は口頭指示内

容のうちかなりの部分が記載されていることから、「メモをとる手間が省ける優れたツール」としての意識を持たせるとともに、読み取りに関す
る着眼点を学習する。

本時では具体例をとおし、指示を聞くことの重要性について気づかせる。
①聞き取る際、5W1Hに留意しながら確認することにより、失敗をある程度未然に防止できることについて認識させる。
②聞くだけでは十分内容を記憶することができない場合、メモをとることで記憶の補助となることに気づかせ、日常生活に応用できることに
ついて意識させる。

③ 5W1Hなど必要な項目に特化しながらメモをとる演習を通し、メモの書き方について学ばせる。
④配布物を活用すると便利であることを意識させる。
⑤得た情報から状況が変わったら、どのように対応するか、また、指示されていた意味について考えさせ、会話や連絡事項の本質を読みとる
ことの大切さについて認識する。

○題材を展開する上での留意事項および手立て
口頭による授業の全体指示を与える場合、本グループの生徒では主旨を聞き取ることは難しい。本時では、生徒の全員が授業で取り扱う題材

の区切りとなるところまで進捗しない限り、次のステップに進まないようにし、進捗状況は全員同じとする。設問の指示の段階では、疑問点が
ないよう具体例に工夫し、考える時間の初期の段階において、個別の指示や支援を行う。内容の深化について、生徒個々の能力に応じて支援と
セットで考え常に生徒の能力のやや上を目指すものとする。
本時では、まずメモを取ること、その次に 5W1Hに留意しながら確認することが重要であることについて、個別の指導において徹底させる。
初期の段階では慣れない生徒もいるため、定型的な事柄を押さえることを目標にする生徒には、原稿の文字情報を別に配布するなど、個々の

生徒の能力に応じて必要な事柄をまとめさせる支援が必要である。一定レベルに達した生徒には、「内容の不足しているのはなにか？」「想定外
の事態が起こったらどうするか？」について考えさせるが、その場合も考えるきっかけを与える個別の支援を行う。
機械的な音声の読み上げと、強弱とイントネーションに留意した指導者の口頭での指示の違いを体験し、伝達する側の伝えたいという意思に

気づかせ、聴く態度の醸成をねらう。

生徒個々の目標や指導内容等を適切に設定するために、生徒一人一人の実態を丁寧に
見取ります。ここで多面的なアプローチをしておくことが有効な指導につながります。

Ⅳ－６ 指導案や学習プリントの例
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読み上げ原稿

指示を聞き取ろう１（演習１）

＜原稿＞◆バス旅行について◆
来月のバス旅行について、詳しいことが決まりましたので、お伝えします。
日時は、５月１５日から５月１７日まで、２泊３日の予定です。行き先は金山で、宿泊場所は金
山ホテルに決まりました。出発当日は、午前８時までに、学校の正門前に前に集合してください。
出欠確認後、９時には出発する予定ですので、くれぐれも時間に遅れないようにお願いします。
持ち物は、３日分の着替え・タオル３枚・洗面道具を必ず用意してください。さらに、水筒・雨
具・「バス旅行のしおり」も忘れないようにしましょう。「バス旅行のしおり」は、今日の帰りの
学活の時間に、担任の先生から配られることになっています。なお、２日目の１６日には、金山
をハイキングすることになっていますので、くつは歩きやすいものをはいていくようにしましょ
う。

指示を聞き取ろう２（演習２）

＜原稿＞◆居残り学習について◆
化学の宿題を昨日までに提出できなかった人に連絡します。
居残り補習の日時は、６月５日の１６：００から第２講義室で行います。遅れないように集合し
てください。持ち物は、ニューアチーブ化学基礎と教科書、筆記用具です。
補習当日に第２講義室が図書委員会で使用しているときには、会場はＬＬ教室に変更します。答
え合わせをしますので筆記用具には赤のボールペンを必ず準備しておいてください。
当日図書委員の人は委員会に出席してください。その場合は６月７日の１６：００から化学教

室で居残り補習を行います。

指示を聞き取ろう３（演習３）

＜原稿＞◆第１回考査について◆
今日は５月１６日月曜日第１回考査時間割の発表日です。５月２３日月曜日から第１回の定期

考査が始まります。５月２３日月曜日のテスト初日の１時間目は生物基礎の試験です。１年生は
ＨＲで行いますが、１年Ｄ組の生徒については生物教室に変更します。生物基礎の試験終了後に
生物基礎のプリントを集めますから、筆記用具とプリントを持って試験会場にきてください。
３時間目は体育の授業があります。男子は体育館でバスケットボール、女子は第２グランドで
１００メートル走を行います。雨天の場合は女子については柔道場に集合し、握力などの体力テ
ストを実施します。国語の課題の提出はテスト初日の放課後１２時から１３時まで第２講義室で
課題を受け付けていますから、遅れないように提出しましょう。

プロジェクター提示

指示を読み取ろう１・２（演習４）

＜原稿＞◆委員会と弁当の販売◆
今日は５月１５日木曜日です。第１回考査時間割の発表日です。放課後１５時から生活委員会

などすべての委員会が放課後開かれます。そのため授業は５分短縮で行われます。いつもの弁当
業者が本日は休みのため、別の業者が弁当を販売します。注文時間は１０時から１１時の間です
が、いつもと違う場所で予約注文を受け付けます。特別の焼き肉弁当が５００円（税別）で販売
されます。受け渡し時刻は１２時３０分から１３時までです。その時間には生徒ホールにお金を
持っていってください。昼休みは１２時２０分から１３時５分までですからいつもと違います。
後ろの黒板にそれぞれの委員会の開かれる場所を書いていますから確認をしてください。
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「高等学校における「通級による指導」実践事例集」（文部科学省）

「障害に応じた通級による指導の手引」（文部科学省）

「高等学校教員のための『通級による指導』ガイドブック

おさえておきたい８つの課題と課題解決のための10のポイント」

（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所）

「自分らしく かがやく

～発達障害のある高校生のための指導・支援～」

（岡山県総合教育センター）

「ＳＳＴワークシート思春期編」

（ＮＰＯフトゥーロ発達相談センターかながわ編 ／かもがわ出版）

「ストレスマネジメント・テキスト」

（ストレスマネジメント教育実践研究会編／東山書房）

「ピア・サポート力がつくコミュニケーションワークブック」

（岡田倫代 著／学事出版）

「人間関係づくりトレーニング」（星野欣生 著／金子書房）

参考文献を集めました。授業実践の参考にしてください。

Ⅴ 参考文献
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